
  

  

今
年
も
会
館
の
見
学
者
、
語
り

部
の
希
望
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

全
道
の
新
婦
人
の
皆
さ
ん
が

今
年
も
会
館
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

原
水
禁
大
会
参
加
の
事
前
学
習

を
す
る
勤
医
労
の
皆
さ
ん
、
全
国

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
反
核
平

和
の
火
リ
レ
ー
の
皆
さ
ん
は
会

館
に
寄
っ
て
学
習
し
ま
す
。 

北
大
の
学
生
が
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
」

演
習
の
一
環
で
会
館
を
訪
れ
、
被

爆
者
の
話
、
会
館
の
果
た
し
て
き

た
役
割
な
ど
を
聞
き
、
様
々
な
意

見
交
換
を
し
て
い
き
ま
し
た
。 

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
は
8
月
に

チ
カ
ホ
で
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
実
施
し
、
被
爆
者
を
呼
ん
で
話

を
聞
き
ま
す
。 

札
幌
市
の
被
爆
者
派
遣
事
業

は
今
年
す
で
に
20
校
余
り
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。 

被
爆
体
験
を
次
の
世
代
、
若
い

世
代
に
ど
う
継
承
す
る
か
、
ま
す

ま
す
大
事
な
年
に
な
り
そ
う
で

す
。 

 

    

新
婦
人
江
別
支
部
と
え
べ
つ

原
水
協
は
今
年
も
野
幌
公
民
館

で
恒
例
と
な
っ
た
「
平
和
展
」
を 

実
施
、
そ
の
一
環
で
6
月
13
日
、

被
爆
二
世
の
川
去
裕
子
さ
ん
を

呼
ん
で
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。 川

去
さ
ん
は
「
父
の
中
の
13

歳
の
ま
ま
の
妹
」
と
題
し
、
原
爆

で
妹
を
失
っ
た
父
の
体
験
を
通

し
て
原
爆
の
む
ご
さ
を
語
り
ま

し
た
。
後
半
は
「
語
り
継
い
で
い

く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
江
別
で

小
学
生
が
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を

演
劇
で
発
表
し
た
こ
と
、
札
幌
南

高
校
定
時
制
の
高
校
生
が
構
成

劇
を
上
演
す
る
中
で
自
ら
も
っ

と
若
い
世
代
に
も
伝
え
た
い
と

発
信
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
、
伝
え

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
一
歩
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
話
し
ま

し
た
。
大
き
な
共
感
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

   

 

今
年
3
月
に
実
施
し
た
「
被

爆
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
。
会
員
・
賛

助
会
員
・
一
般
・
新
聞
読
者
の
被

爆
者
か
ら
合
計
33
通
も
の
返
事

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
内
容

を
分
析
中
で
す
。
皆
さ
ん
、
高
齢

に
伴
う
悩
み
の
ほ
か
、
次
の
よ
う

な
記
述
も
あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。 

・
「
も
と
も
と
腰
痛
持
ち
な
の
で

冬
の
雪
か
き
の
時
に
腰
の
痛

み
、
足
の
し
び
れ
、
背
中
の
痛

み
、
体
の
ふ
ら
つ
き
が
あ
っ
て

大
変
。
1
年
8
か
月
前
胃
ガ

ン
手
術
、
体
重
・
筋
肉
不
足
、

痛
み
が
今
も
痛
い
。
」 

(

84
歳
、
広
島
被
爆
、
男
性) 

・
「
前
立
腺
が
ん
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
出
来
な
い
ほ
ど
疲
れ
る

の
で
困
っ
て
い
る
。
」 

(

83
歳
、
長
崎
被
爆
、
男
性) 

・
「
水
晶
体
混
濁
に
よ
る
視
機
能

障
害
、
糖
尿
病
。
将
来
、
日
本
、

世
界
平
和
只
々
望
む
。
」 

(

82
歳
、
広
島
被
爆
、
男
性) 

・
「
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
掌
蹠
膿

疱
症
、
硬
膜
動
静
脈
瘻
、
腎
尿

管
結
石
。
足
が
弱
っ
て
い
る
の

で
外
出
は
ひ
か
え
て
い
ま

す
。
」 

(

82
歳
、
広
島
被
爆
、
女
性)

  

                           

 
 

 

  

毎
年
7
月
の
下
旬
に
北
海
道

庁
1
階
ロ
ビ
ー
の
「
自
由
広
場
」

で
行
っ
て
い
た
「
被
爆
の
証
言
と

原
爆
展
」
が
抽
選
の
結
果
、
8
月

10
日
と
12
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
11
日
は
祝
日

の
た
め
お
休
み
で
す
。
追
悼
会
は

例
年
通
り
で
す(

チ
ラ
シ
参
照)

。 

8
月
6
日
【
木
曜
日
】 

 
 
 

北
海
道
原
爆
死
没
者
追
悼
会 

 

被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
主
催 

実
行
委
員
会
共
催 

 

8
月
10
日
・
12
日
【
月
・
水 

】 

被
爆
の
証
言
と
原
爆
展 

 
 
 

被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
・ 

被
爆
二
世
プ
ラ
ス
の
会
共
催 

見
学
者
、
語
り
部
相
次
ぐ 
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コ
ラ
ム 

N

P

T
条
約
再
検
討
会
議 

 

核
拡
散
防
止
条
約(

Ｎ
Ｐ
Ｔ)

の
運
用
状
況
を
5
年
に
一
度
点

検
す
る
再
検
討
会
議
は
、
成
果
文

書
を
採
択
で
き
ず
に
終
了
、
残
念

で
す
。
で
も
核
軍
縮
を
進
め
る
と

い
う
条
約
の
枠
組
み
は
か
ろ
う
じ

て
維
持
さ
れ
た
の
で
す
。 

日
本
被
団
協
は
国
連
ロ
ビ
ー
で

原
爆
展
を
実
施
し
、
生
協
連
、
原

水
協
、
原
水
禁
と
と
も
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
デ
モ

な
ど
を
行
い
、
核
兵
器
の
非
人
道

性
を
広
く
訴
え
ま
し
た
。
し
か
し

日
本
政
府
は
首
相
も
外
相
も
参
加

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
日
本
な
ら
で
は
の
発
信
を

期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
。 

今
年
秋
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
約
国
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

核
禁
条
約
に
は
既
に
国
連
過
半
数

の
99
か
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
も
ま
ず
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
、
そ
し
て
条
約
の
批
准
を
！ 

 

 

被
爆
二
世
も
語
る 

被
爆
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

 

「
被
爆
の
証
言
と
原
爆
展
」 

今
年
は
8
月
に 

昨年の追悼会風景 


